
⒈等式の性質 
⑴等式の基本性質 

(ⅰ)

� 

A = B,  B = Cならば、

� 

A = C （三段論法） 

(ⅱ)

� 

A = Bのとき、 
⒜

� 

A ± C = B ± C（複号同順） 両辺に同じ数を足しても引いても等号は変わ
らない。 

⒝

� 

AC = BC   両辺に同じ数を掛けても等号は変わらない。 

⒞

� 

A
C

=
B
C

   C ≠ 0( )   両辺を 0 でない同じ数で割っても等号は変わ

らない。 
(ⅲ)

� 

A = B,  C = Dのとき、 
⒜

� 

A ± C = B ± D（複号同順） 
⒝

� 

AC = BD  

⒞

� 

A
C

=
B
D

   CD ≠ 0( ) 

⑵等式の同値関係 
(ⅰ)

� 

A = B ⇔  A − B = 0 
(ⅱ)

� 

A = B ⇔  A ± C = B ± D（複号同順） 
(ⅲ)

� 

C ≠ 0ならば、 
⒜

� 

A = B ⇔  AC = BC  

⒝

� 

A = B ⇔  A
C

=
B
C

 

(ⅳ)

� 

AB = 0 ⇔  A = 0または

� 

B = 0 
(ⅴ)

� 

AB ≥ 0ならば、

� 

A = B ⇔  A2 = B2  
※特に、(ⅲ)～(ⅴ)は場合分けの問題として、高校では必須事項。 
†

� 

⇔の記号は、必要十分条件で同値であることを表す。詳しくは「論理編 第 2
章」を参照のこと。 

 

⒉恒等式 
⑴基本の恒等式 

(ⅰ)xについての恒等式のとき、 

  

� 

a0x
n + a1x

n−1 + a2x
n−2 + + akx

n−k + + an = 0 ⇔  a0 = a1 = a2 = = ak = = an  

(ⅱ)乗法公式などの公式 
⑵未定係数法 未知数が係数である恒等式の未知の係数を求

める方法 
(ⅰ)係数比較法   ①両辺を展開する。 

②①の同次数の項が等しいことを利用して、
係数について連立方程式を作る。 



③②の連立方程式を解く。 
(ⅱ)数値代入法   ①文字に適当な数値を代入する。 
     ②①を繰り返して、連立方程式を作る。 
     ③②の連立方程式を解く。 

⑶定点問題    関数

� 

f (x,y) = 0がある定点を通るとき、 

     ①指定された文字について、整理する。 
②①のそれぞれの係数を 0 として、x と y に
関する連立方程式を作る。 

     ③②の連立方程式を解く。 
※考え方は、⑴の(ⅰ)の利用である。 
†「解析編 第 2 章Ⅱ.⒊」および「解析編 第 3 章Ⅲ.⒍」および「解析編 第 4
章Ⅱ.⒍」を参照のこと。 

 


